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イトカイン血症の関連性を調べるため、在胎 23週から 32週の早期産児 36例から採血し、血清サイト
カイン濃度を経時的に測定した。その結果、日齢 0において、CAM群（17例）の 7種類のサイトカイン
が非 CAM群（19例）に比べ高値を示していたが、日齢 7ではいずれのサイトカインも低下して、両群間
に有意差は認めなかった。一方、日齢 0の血清 IL-12p70濃度が BPD群（16例）で非 BPD群（15例）よ
りも低値であり、ロジスティック回帰分析で日齢 0の血清 IL-12p70濃度の低下は BPDの発症リスクを
増加させていた。本研究より、CAMによる早期産児の血清サイトカインの上昇は BPD発症の直接因子で
はないことが示され、また、早産児の血清 IL-12p70濃度低下が CAMとは無関係な BPD発症の新たな予
測マーカーになりうる可能性が示された。 
論文審査時には、1.児の血清サイトカインの由来は何か。母体の血清サイトカインとの相関はあるか 
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